第１回　仕訳問題
 　次の取引について仕訳しなさい。ただし、勘定科目は各取引の下の勘定科目の中からもっとも適当と思われる ものを選び、記号で解答すること。
１．商品（本体価格￥1,200,000）を売り上げ、代金は10％の消費税とともに掛けとした。なお、消費
　税については税抜方式で記帳する。
　　ア．租税公課　イ．売掛金　ウ．仮受消費税　エ．売上　オ．現金　カ．仮払消費税 
　　
２．買掛金￥600,000の支払いとして、同額の約束手形を振り出した。
 ア．現金 イ．当座預金 ウ．受取手形 エ．支払手形 オ．売掛金 カ．買掛金 
　　　
３．出張中の従業員から当座預金口座に￥300,000の入金があった。このうち￥120,000については、　
　得意先から注文を受けたさいに受け取った手付金であるが、残額についての詳細は不明である。 　　　　
　ア．仮受金　イ．売上　ウ．前受金　エ．現金　オ．当座預金　カ．普通預金 
　　
４．先週末に掛けで仕入れた商品50個（＠￥18,000）のうち、本日、５分の１を返品し、代金は掛け
　代金から控除した。 
　　ア．売上　イ．当座預金　ウ．売掛金　エ．仕入　オ．買掛金　カ．現金 
　　
５．養父商事に商品￥300,000を注文し、手付金として￥120,000を小切手を振り出して渡した。 　　　
　ア．前受金　イ．前払金　ウ．当座預金　エ．仮払金　オ．未払金　カ．普通預金

６．決算日において、現金過不足（現金不足額）￥15,000の原因を調査した結果、通信費￥21,000と
　受取手数料￥6,000の計上もれが判明した。
 　　ア．雑益　　イ．現金　ウ．雑損　エ．受取手数料　オ．通信費　カ．現金過不足
　
７．コピー機￥750,000と事務用の消耗品￥60,000を購入し、代金のうち￥210,000は小切手を振
　り出して支払い、残額は来月末からの４回払いとした。
 　　ア．未払金　イ．未収入金　ウ．消耗品費　エ．当座預金　オ．備品　カ．現金 
　　　
８．車両（×3年４月１日に取得、取得原価￥3,000,000、残存価額はゼロ、耐用年数６年、減価償却
　方法は定額法、間接法により記帳）を×7年６月20日に￥1,500,000で売却し、売却代金は翌月末日
　に受け取ることにした。なお、当社の決算日は３月31日である。減価償却費は月割計算によること。
　ア．固定資産売却益　イ．減価償却費　ウ．固定資産売却損　エ．車両運搬具減価償却累計額　
　オ．車両運搬具 　　カ．未収入金


　　　
９．先月末に、事務用プリンタ￥240,000を買入れた際に支払未済となっていた残額￥90,000を、小切
　手を振り出して支払った。
 　ア．未払費用 イ．備 品 ウ．支払手形 エ．未払金 オ．当座預金 カ．仕 入 
　　　
10．従業員に対する給料の支払いにあたって、給料総額￥1,740,000のうち、かねて立替払いしていた従　
　業員負担の生命保険料￥45,000と、所得税の源泉徴収分￥261,000を差し引き、残額は現金で支給した。　　
　　ア．租税公課　イ．給料　ウ．所得税預り金　エ．現金　オ．当座預金　カ．従業員立替金
　　　
11．商品￥600,000（税抜価額）を仕入れ、代金は消費税10％を含めて掛けとした。なお、消費税に
　ついては税抜方式で処理する。
 　　ア．仮払消費税　イ．未払消費税　ウ．仮受消費税　エ．仮払金　オ．買掛金　カ．仕入 
　　　　
12．得意先からの売掛金の回収として、￥90,000の郵便為替証書と同店振出の小切手￥450,000を受取　
　った。
　 ア．売掛金 イ．当座預金 ウ．受取手形 エ．現 金　オ．受取利息 カ．通信費
　　　　　
13．当期の５月１日に支払った向こう１年分の当社が所属するライオンズクラブの年会費￥324,000の
  うち、次期分を前払諸会費勘定に振り替えた（決算日：３月31日）。
  　ア．前払諸会費 イ．損 益 ウ．仮受金 エ．諸会費 オ．雑 費 カ．前受金 
　　　　　
14．大分株式会社から商品240,000円を仕入れ、代金のうち30,000円は注文時に支払った手付金と相
　殺し、残額は掛けとした。なお、引取費用3,000円を現金で支払った。
　 ア．引取費用 イ．当座預金 ウ．現 金 エ．買掛金 オ．仕 入 カ．前払金 

15．以下の納付書にもとづき、普通預金口座から振り込んだ。

領　収　証　書
	科
目
	
	
	本税
	　　　840,000
	納期等　　　　　×60401
の区分　　　　　×70331

	　　　　　法人税
	
	〇〇税
	
	

	
	
	△△税
	
	　　　中間　　確定
　　　申告　　申告

　　　　出納印
　　　　×7.5.30
　　　　呉銀行


	
	
	◇◇税
	
	

	
	
	合計額
	￥840,000
	



	住
所
	広島市中区

	氏
名
	広島商事株式会社




ア．仮払法人税等 イ．普通預金 ウ．法人税等 エ．繰越利益剰余金 オ．資本金 カ．未払法人税等
第１回　模範解答
	
	借  方
	金  額
	貸  方
	金  額

	１
	イ
	1,320,000
	エ
	1,200,000

	
	
	
	ウ
	120,000

	２
	カ
	600000
	エ
	600,000

	３
	オ
	300,000
	ウ
	120,000

	
	
	
	ア
	180,000

	４
	オ
	180,000
	エ
	180,000

	５
	イ
	120,000
	ウ
	120,000

	６
	オ
	21,000
	カ
	15,000

	
	
	
	エ
	6,000

	７
	オ
	750,000
	エ
	210,000

	
	ウ
	60,000
	ア
	600,000

	８
	エ
	2,000,000
	オ
	3,000,000

	
	イ
	125,000
	ア
	625,000

	
	カ
	1,500,000
	
	

	９
	エ
	90,000
	オ
	90,000

	10
	イ
	1,740,000
	カ
	45,000

	
	
	
	ウ
	261,000

	
	
	
	エ
	1,434,000

	11
	カ
	600,000
	オ
	660,000

	
	ア
	60,000
	
	

	12
	エ
	540,000
	ア
	540,000

	13
	ア
	27,000
	エ
	27,000

	14
	オ
	243,000
	カ
	30,000

	
	
	
	エ
	210,000

	
	
	
	ウ
	3,000

	15
	カ
	840,000
	イ
	840,000





第２回　仕訳問題
 下記の各取引について仕訳しなさい。ただし、勘定科目は、各取引の下の勘定科目の中からもっとも適当と思われるものを選び、解答欄には記号で解答すること。
１．決算において、すでに費用処理されている切手（84円切手）150枚と、はがき（＠￥63）60枚が
　　未使用であることが判明したため、適切な勘定に振り替える。
 　　ア．普通預金　イ．現金　ウ．貯蔵品　エ．雑損　オ．通信費　カ．雑益
　　　　
２．従業員7名が負担すべき生命保険料￥150,000を小切手を振り出して支払った。なお、この生命保
　険料は当月末において従業員の給料（総額￥3,750,000）から差し引くことにした。
 　　ア．保険料　イ．貸付金　ウ．普通預金　エ．現金　オ．従業員立替金　カ． 当座預金
　　
３．営業用の倉庫を6,000,000円で購入し、代金は仲介手数料200,000円とともに月末に支払うことと
　した。
　 ア．支払手数料 イ．建物 ウ．買掛金 エ．当座預金 オ．仕 入 カ．未払金 

４．得意先岡山商事から、前期に貸倒れとして処理した売掛金￥1,260,000のうち￥420,000が回収さ
　れ、当座預金口座に振り込まれたが、誤って貸方を売掛金と処理していたことが判明したので、本日　
　これを訂正する。訂正にあたっては、取引記録のすべてを訂正する方法ではなく、記録の誤りのみを
　部分的に修正する方法によること。
 　　ア．未払金　イ．当座預金　ウ．売掛金　エ．前受金　オ．償却債権取立益　カ．現金 
　　
５．得意先の愛媛株式会社が倒産し、同社に対する当期に発生した売掛金300,000円が貸倒れとなっ
　た。なお、貸倒引当金勘定の残高が120,000円ある。
 ア．貸倒損失 イ．貸倒引当金 ウ．売掛金 エ．償却債権取立益 オ．売 上 カ．貸倒引当金繰入 

６．寒川株式会社は第２期の株主総会において繰越利益剰余金2,700,000円を次のように処分し、残額  
  は次回の剰余金の処分まで繰り越した。 利益準備金：180,000円 株主配当金：1,800,000円 
　 ア．繰越利益剰余金 イ．資本金 ウ．当座預金 エ．利益準備金 オ．未払配当金 カ．損 益
　　　
７．法人税等の中間申告を行い、法人税￥1,500,000、住民税￥450,000、事業税￥750,000を当座預金　
　口座より振り込み納付した。 
　　ア．法人税等　イ．仮払法人税等　ウ．未払法人税等　エ．租税公課　オ．当座預金　カ．現金 
    
８. 商品運搬用の小型トラック3台￥16,200,000を買い入れ、代金のうち半額は小切手を振り出して支　
　払い、残額は翌月から6か月の分割払いとした。なお、購入にともなう登録手数料など￥1,350,000
　は現金で支払った。 
　　ア．支払手数料 イ．車両運搬具 ウ．当座預金 エ．現金 オ．未払金 カ．仮受金
９．赤城株式会社は現金支払時に国定株式会社より以下の領収書を受取っている。
                               　　　　 領  収  書
 　　　　　　赤城株式会社 様　　　　　　　　　　　                      №×××―×× 
￥330,000－
 　　　　　　　　　　　　　　　　但 掛代金として
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20×7 年６月　２日 上記正に領収いたしました 　　収入　
　　印紙
　 200円

                                      内    訳　330,000 　 〒377-1711群馬県吾妻群草津町××
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　税抜金額　300,000　　　　国定株式会社
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　消費税額 　30,000　　　℡　0279-88-0000  会社印
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Fax 0279-88-0000

　ア．仕 入 イ．仮払消費税 ウ．買 掛 金 エ．仮受消費税 オ．現  金  カ．売上原価
　
10．取引銀行より￥27,000,000を約束手形を振り出して借り入れ、利息を差し引かれ、手取金を当座
　預金とした。なお、借入れにともなう利率は年3％であり、借入期間は146日である。利息は1年を
　365日として日割計算する。
 　ア．当座預金 イ．受取利息 ウ．手形借入金 エ．支払手形 オ．支払利息 カ．支払手数料 
　　
11．現金の実際有高が帳簿残高より￥9,000不足していたので、現金過不足勘定で処理しておいたが、　
　その後原因を調査したところ、発送費の支払額￥7,400および手数料の受取額￥900が記載漏れとな
　っていた。残額は原因不明であったため、雑益または雑損として処理する。
　　 ア．受取手数料 イ．現金過不足 ウ．現 金 エ．雑 益 オ．発送費 カ．雑 損
　
12．商品￥2,250,000 を仕入れ、代金のうち￥450,000 はあらかじめ支払っていた手付金を充当し、残
　額は小切手を振り出して支払った。 
　　ア．前受金 イ．仕入 ウ．支払手形 エ．前払金 オ．当座預金 カ．現金
 
13．先日、商品￥258,000を掛けで仕入れたが、この取引について借方、貸方とも誤って￥204,000と
　記帳していた。よって、正しい金額に修正した。
 　　ア．売掛金　イ．仕入　ウ．売上　エ．買掛金　オ．消耗品費　カ．仮払金
　　
14．従業員の出張にあたり、旅費の概算額￥450,000を支払っていたが、本日、帰社したため旅費の精　
　算を行い、残額￥36,000を現金で受け取った。
　 　ア．旅費交通費 イ．従業員立替金 ウ．現金 エ．仮受金 オ．前払金 カ．仮払金
　　
15．得意先に対する売掛金3,000,000円について、同社の承諾を得て、電子記録債権の発生記録を行った。
 　ア．電子記録債務 イ．受取手形 ウ．売掛金 エ．現 金 オ．買掛金 カ．電子記録債権
第2回　模範解答

	1
	ウ
	16,380
	オ
	16,380

	２
	オ
	150,000
	カ
	150,000

	３
	イ
	6,200,000
	カ
	6,200,000

	４
	ウ
	420,000
	オ
	420,000

	５
	ア
	300,000
	ウ
	300,000

	６
	ア
	1,980,000
	オ
	1,800,000

	
	
	
	エ
	180,000

	７
	イ
	2,700,000
	オ
	2,700,000

	８
	イ
	17,550,000
	ウ
	8,100,000

	
	
	
	オ
	8,100,000

	
	
	
	エ
	1,350,000

	９
	ウ
	330,000
	オ
	330,000

	10
	オ
	324,000
	ウ
	27,000,000

	
	ア
	26,676,000
	
	

	11
	オ
	7,400
	イ
	9,000

	
	カ
	2,500
	ア
	900

	12
	イ
	2,250,000
	エ
	450,000

	
	
	
	オ
	1,800,000

	13
	イ
	54,000
	エ
	54,000

	14
	ウ
	36,000
	カ
	450,000

	
	ア
	414,000
	
	

	15
	カ
	3,000,000
	ウ
	3,000,000














第３回　仕訳問題
 下記の各取引について仕訳しなさい。ただし、勘定科目は、設問ごとに最も適当と思われるものを選び、 答案用紙の（　 ）の中に記号で解答すること。なお、消費税は指示された問題のみ考慮すること。 
１. 営業の用に供している建物の改修と修繕を行い、代金￥45,000,000は月末に支払うこととした。代
　金のうち￥27,000,000は収益的支出に、残額は資本的支出に該当する。
　 ア．修繕費 イ．未収入金 ウ．資本金 エ．損益 オ．建物 カ．未払金
　　　
２．当期首に取得原価1,500,000円の業務用パソコンを売却し、代金1,200,000円は月末に受け取るこ
　とにした。なお、 このパソコンは前々期の期首に購入したものであり、減価償却の計算は、定額法　
　（残存価額ゼロ、耐用年数８年）で行い、間接法で記帳している。
 　ア．固定資産売却損 イ．未収入金 ウ．売掛金 エ．減価償却累計額 オ．固定資産売却益 カ．備 品 
　
３．月末に現金の実査を行ったところ、現金の実際有高が帳簿残高より￥89,100過剰であることが判明
　したため、帳簿残高と実際残高とを一致させる処理を行うとともに、引き続き原因を調査することと
　した。なお当社では、現金過不足の雑益または雑損勘定への振替は決算時に行うこととしている。
 　　ア．現金 イ．雑損 ウ．雑益 エ．現金過不足 オ．通信費 カ．当座預金
　
４．竹田株式会社は決算の結果、確定した税引前当期純利益について法人税が3,240,000円と計算され
　た。なお、法人税等の中間納付額が1,440,000円であり、仮払法人税等勘定で処理している。
  ア．仮払法人税等 イ．未払法人税等 ウ．繰越利益剰余金 エ．租税公課　オ．法人税等 カ．損益
　
５．商品￥1,650,000（消費税 10％を含む）を仕入れ、代金のうち￥600,000 は小切手を振り出して支
　払い、 残額は掛けとした。消費税は税抜方式で処理する。
 　ア．買掛金 イ．仕入 ウ．仮受消費税 エ．仮払消費税 オ．当座預金 カ．売掛金 
　
６．商品240,000円をクレジットカードにより販売した。なお、信販会社へのクレジット手数料は販売
　代金の2.5％であり、販売時に計上する。
　 ア．支払手数料 イ．売掛金 ウ．現 金 エ．売 上 オ．受取手数料 カ．クレジット売掛金 
　　
７．電子記録債務￥11,700,000が決済され、当座預金口座から引き落とされた。
　 ア．電子記録債務 イ．普通預金 ウ．支払手形 エ．当座預金 オ．電子記録債権 カ．買掛金 
　　　
８．従業員が出張から帰社し、旅費の残額9,000円を現金で受け取った。なお、出張にあたり旅費概算　
　額270,000円を渡していた。
　 ア．損 益 イ．立替金 ウ．仮払金 エ．現 金 オ．旅費交通費 カ．未払金


９．事務所にかかる固定資産税￥1,620,000を、取引銀行にて現金で納付した。
 　ア．法人税等 イ．仮払消費税 ウ．租税公課 エ．現金 オ．建物 カ．減価償却費 
　　　
10．当社は、店舗を移転することになり、新店舗の敷金￥5,400,000、不動産会社への手数料　
　￥2,700,000、1か月分の家賃￥2,700,000を普通預金口座から振り込んだ。 
　ア．普通預金 イ．支払手数料 ウ．支払家賃 エ．建物 オ．預り金 カ．差入保証金

11．銀行から￥6,000,000を借り入れ、同額の約束手形を振り出すとともに、利息を差し引かれた手取
　金を当座預金とした。なお、借入期間は10か月間、年利率は2.4％であり、利息は月割計算する。 　
ア.支払利息 イ.普通預金 ウ.受取手形 エ.支払手形 オ.当座預金 カ.手形借入金 キ.受取利息 ク.手形貸付金
　　
12. 今月の売上代金として受け取った広島市発行の商品券￥360,000を広島市指定の金融機関に引き渡
　し、全額がただちに普通預金口座へ振り込まれた。
ア.当座預金 イ.普通預金 ウ.受取商品券 エ.受取手形 オ.売掛金 カ.差入保証金 キ.売上 ク.受取手数料
　
13．北海道商事株式会社は、株主総会を開催し、繰越利益剰余金の配当を以下のように決定した。
　　 配当金 ： ￥7,200,000、 利益準備金 ： ￥720,000
 　　　ア．繰越利益剰余金 イ．資本金 ウ．利益準備金 エ．未払配当金 オ．前受金 カ．租税公課 
　　　
14．買掛金￥2,220,000について普通預金口座から振り込んだ。また、振込手数料￥900が普通預金口
　座から引き落とされた。
 ア．買掛金イ．普通預金 ウ．当座預金 エ．現金オ．売掛金 カ．仕入 キ．支払手数料 ク．受取手数料 
　　
15．せとうち株式会社に商品を売り上げ、品物とともに次の納品書兼請求書を発送し、代金は掛けとし
　た。なお、消費税については、税抜方式で記帳する。
                               　　　納品書兼請求書
 　　　　せとうち株式会社 御中　　　　　　　　　　　                      ×６年5月18日
　　　　　　　　　　　　　　　ご請求金額　￥４９５，０００　　　　　　　山内商事株式会社
	　　　　　　　　　品　名
	数　量
	単　価
	金　額

	X商品
	150
	1,800
	270,000

	Y商品
	120
	1,500
	180,000

	
	消費税
	45,000

	
	合　計
	495,000


　　　　×6年7月31日までに合計額を下記口座にお振込みください。
　　　　　呉銀行　庄原支店　普通　1234567　ヤマウチショウジ（カ
　　　ア．売掛金 イ．買掛金 ウ．売上 エ．仕入 オ．仮受消費税 カ．仮払消費税
第3回　模範解答

	1
	オ
	18,000,000
	カ
	45,000,000

	
	ア
	27,000,000
	
	

	２
	エ
	375,000
	カ
	1,500,000

	
	イ
	1,200,000
	オ
	75,000

	３
	ア
	89,100
	エ
	89,100

	４

	オ
	3,240,000
	ア
	1,440,000

	
	
	
	イ
	1,800,000

	５
	イ
	1,500,000
	ア
	1,050,000

	
	エ
	150,000
	オ
	600,000

	６
	ア
	6,000
	エ
	240,000

	
	カ
	234,000
	
	

	７
	ア
	11,700,000
	エ
	11,700,000

	８
	エ
	9,000
	ウ
	270,000

	
	オ
	261,000
	
	

	９
	ウ
	1,620,000
	エ
	1,620,000

	10

	カ
	5,400,000
	ア
	10,800,000

	
	ウ
	2,700,000
	
	

	
	イ
	2,700,000
	
	

	11
	ア
	120,000
	カ
	6,000,000

	
	オ
	5,880,000
	
	

	12
	イ
	360,000
	ウ
	360,000

	13
	ア
	7,920,000
	エ
	7,200,000

	
	
	
	ウ
	720,000

	14
	ア
	2,220,000
	イ
	2,220,900

	
	キ
	900
	
	

	15
	ア
	495,000
	ウ
	450,000

	
	
	
	オ
	45,000



　　　　　






第4回　仕訳問題
第1問（45点）
下記の各取引について仕訳しなさい。ただし、勘定科目は、各取引の下の勘定科目から最も適当と思わ れるものを選び、記号で解答すること。
１．商品の宣伝のためにチラシを作成し、印刷会社へ現金￥165,000を支払い、費用処理した。
 ア．売上　イ．普通預金 ウ．繰越商品 エ．広告宣伝費 オ．仕入 カ．支払手数料 キ．現金 ク．消耗品費 
　　　　　　
２．当月分の従業員給料総額￥16,200,000から社会保険料￥1,572,000および所得税￥738,000を控除
　した残額を普通預金口座から支払った。
 ア．従業員立替金 イ．法定福利費 ウ．社会保険料預り金 エ．普通預金 オ．所得税預り金 カ．給料 
　　
３．従業員から預かった所得税の源泉徴収額￥90,000が普通預金口座から引き落とされた。
 ア．法人税等 イ．従業員立替金 ウ．社会保険料預り金 エ．所得税預り金 オ．給料 カ．法定福利費 　  
 キ．租税公課 ク．普通預金
　　
４．商品￥660,000を仕入れ、代金のうち￥100,000は注文時に支払った手付金と相殺し、残額は掛け
　とした。
 ア．現金 イ．前払金 ウ．前受金 エ．売掛金 オ．買掛金 カ．仕入
　　　
５．請求書を送付した得意先のうち1社より連絡があり、商品販売の契約を行ったが未販売であった 　
　￥300,000を先月に当社で売上処理していたことが判明した。そこで、同額の売上および掛代金を減　
　らす処理を行った。
 ア．現金 イ．普通預金 ウ．売掛金 エ．買掛金 オ．売上 カ．仕入
　
６．得意先松江株式会社より掛代金￥3,600,000の回収として、同社振出しの小切手を受け取り、ただ　
　ちに取引銀行の当座預金に預け入れた。ただし、当座預金口座の残高は￥660,000 の借越しとなって　
　いるが、当社は銀行と借越し限度額￥9,000,000の当座借越契約を締結している。
 　ア．買掛金 イ．現金 ウ．当座預金 エ．売上 オ．売掛金 カ．前受金

７．従業員にかかる健康保険料￥360,000 を普通預金口座から納付した。このうち従業員負担分￥180,000 は、社会保険料預り金からの支出であり、残額は会社負担分である。
 ア．普通預金 イ．従業員立替金 ウ．社会保険料預り金 エ．法定福利費 オ．租税公課 カ．保険料 
　
８．期首に、不用になった備品（取得原価￥1,500,000、減価償却累計額￥900,000、間接法で記帳）を　
　￥240,000で売却し、売却代金は現金で受け取った。
 　ア．固定資産売却損イ．未収入金 ウ．未払金 エ．備品 オ．備品減価償却累計額 カ．減価償却費
　 キ．固定資産売却益 ク．現金  
９．出張中の従業員から、当座預金口座へ￥756,000の振込があったが、その詳細は不明である。
　 ア．仮払金 イ．仮受金 ウ．現金 エ．当座預金 オ．現金過不足 カ．旅費交通費
　　
10．御門株式会社は、会社設立にあたり、株式600株を１株の払込金額4,500円で発行し、全株式の払　
　い込みを受け、払込金額は当座預金とした。
　 ア．当座預金 イ．前受金 ウ．資本金 エ．利益準備金 オ．繰越利益剰余金 カ．損益 
　　　　
11．取引銀行から借り入れていた￥3,000,000の支払期日が到来したため、元利合計を当座預金口座か
　ら返済した。なお、借入れにともなう利率は年3.65％であり、借入期間は120日であった。利息は1
　年を365日として日割計算する。
 ア．現金 イ．当座預金 ウ．貸付金 エ．借入金 オ．受取利息 カ．支払利息
　
12. 商品￥3,000,000を売り上げ、代金は自治体発行の商品券￥300,000と現金￥600,000を受け取り、
　残額は掛けとした。
　 ア.差入保証金 イ.買掛金 ウ.受取商品券 エ.現金 オ.売掛金 カ.受取手形 キ.売上 ク.受取手数料
　
13. 収入印紙￥36,000と郵便切手￥9,000を購入し、代金は現金で支払った。なお、これらはすぐに使
　用した。
 　ア．消耗品費イ．法定福利費ウ．当座預金 エ．現金 オ．租税公課 カ．普通預金  キ．通信費 　
　 ク．交通費
　　　　
14．株主総会で繰越利益剰余金￥3,000,000の一部を次のとおり処分することが承認された。株主配当
　金￥900,000 利益準備金の積立 ￥90,000 
　ア．繰越利益剰余金 イ．普通預金 ウ．未払配当金 エ．資本金 オ．利益準備金 カ．現金
　　　　
15. 浦田株式会社に商品を売り上げ、品物とともに次の納品書兼請求書を発送し、代金は掛けとし 
  た。なお、消費税については、税抜方式で記帳する。
                               　　　納品書兼請求書
 　　　　浦田株式会社 御中　　　　　　　　　　　           　児嶋物産株式会社
	品　名
	数　量
	単　価
	金　額

	パワーシュート
	80
	3,000
	240,000

	ミラクルシュート
	50
	6,000
	300,000

	
	消費税
	54,000

	
	合　計
	594,000


　　　　×8年4月30日までに合計額を下記口座にお振込みください。
　　　　　二一四銀行　三次支店　普通　1234567　コジマブッサン（カ

ア．仮払消費税 イ．売掛金 ウ．買掛金 エ．当座預金 オ．仮受消費税 カ．未払消費税 キ．売上 ク．仕入
第４回　模範解答
	
	借  方
	金  額
	貸  方
	金  額

	１
	エ
	165,000
	キ
	165,000

	２
	カ
	16,200,000
	ウ
	1,572,000

	
	
	
	オ
	738,000

	
	
	
	エ
	13,890,000

	３
	エ
	90,000
	ク
	90,000

	４
	カ
	660,000
	イ
	100,000

	
	
	
	オ
	560,000

	5
	オ
	300,000
	ウ
	300,000

	６
	ウ
	3,600,000
	オ
	3,600,000

	7
	ウ
	180,000
	ア
	360,000

	
	エ
	180,000
	
	

	８
	オ
	900,000
	エ
	1,500,000

	
	ク
	240,000
	
	

	
	ア
	360,000
	
	

	９
	エ
	756,000
	イ
	756,000

	10
	ア
	2,700,000
	ウ
	2,700,000

	11
	エ
	3,000,000
	イ
	3,036,000

	
	カ
	36,000
	
	

	12
	ウ
	300,000
	キ
	3,000,000

	
	エ
	600,000
	
	

	
	オ
	2,100,000
	
	

	13
	オ
	36,000
	エ
	45,000

	
	キ
	9,000
	
	

	14
	ア
	990,000
	ウ
	900,000

	
	
	
	オ
	90,000

	15
	イ
	594,000
	キ
	540,000

	
	
	
	オ
	54,000









第５回　仕訳問題
第1問（45点）
下記の各取引について仕訳しなさい。ただし、勘定科目は、各取引の下の勘定科目から最も適当と思わ れるものを選び、記号で解答すること。
１．従業員の給料￥1,800,000について、健康保険・厚生年金保険料￥225,000および所得税の源泉徴
　収額￥75,000を控除した残額を普通預金口座から支払った。
 ア．従業員立替金 イ．給料 ウ．社会保険料預り金 エ．所得税預り金 オ．普通預金 カ．法定福利費 
 キ．租税公課 ク．法人税等
　
２. 健康保険・厚生年金保険料の合計額￥330,000（うち従業員の給料からの源泉徴収額￥165,000、当　
　社負担額￥165,000）が普通預金口座から引き落とされた。
  ア．社会保険料預り金イ．所得税預り金ウ．普通預金 エ．従業員立替金 オ．給料 カ．法定福利費   
  キ．租税公課 ク．法人税等
　
３．商品￥300,000をクレジット払いの条件で販売するとともに、信販会社へのクレジット手数料（販
  売代金の4％）を計上した。
  ア．クレジット売掛金イ．未収入金 ウ．仮受消費税 エ．売上 オ．支払手数料 カ．支払利息
　
４．購入した備品￥1,080,000を配送業者から引き取った。なお、代金のうち￥300,000は先月に支払
　った際に仮払金として処理しており、残額は月末に支払うこととした。
 ア．未収入金イ．買掛金ウ．売掛金 エ．現金オ．仮払金 カ．仮受金 キ． 備品　ク．未払金
　
５．×2年11月1日に取得した業務用コピー複合機（取得原価￥600,000、残存価額ゼロ、耐用年数5
　年、減価償却費の計算は定額法、間接法で記帳）を×5年4月1日に￥100,000で売却し、代金は月
　末に受け取ることとした。なお、当社の決算日は3月31日であり、取得年度の減価償却費について
　は月割計算による。
 　　ア．未収入金 イ．備品 ウ．備品減価償却累計額 エ．減価償却費 オ．固定資産売却益
　　 カ．固定資産売却損
　　　　
６．営業の用に供している建物の修繕を行い、代金￥450,000は来月末に支払うこととした。
 ア．未収入金イ．建物ウ．買掛金 エ．現金 オ．未払金 カ．売掛金 キ．土地 ク．修繕費 
　　
７．新店舗を賃借し、1か月分の家賃￥375,000、不動産会社への手数料￥375,000、敷金￥375,000を
　普通預金口座から振り込んだ。
 ア．建物 イ．当座預金 ウ．差入保証金 エ．普通預金 オ．支払家賃 カ．支払手数料 
　　　　　　

８．決算日に売上勘定の貸方残高￥12,963,000を損益勘定に振り替えた。
 ア．損益 イ．利益準備金 ウ．繰越利益剰余金 エ．売上 オ．仕入 カ．資本金 
　　　　
９．収入印紙￥30,000および郵便切手￥15,000を現金で購入し、費用処理した。
 ア．現金 イ．貯蔵品 ウ．旅費交通費 エ．通信費 オ．法定福利費 カ．租税公課
　　　
10. 先月の売上￥120,000について品違いにより返品を受け、同額の現金を返金した。
　 ア．売掛金 イ．普通預金 ウ．当座預金 エ．現金 オ．繰越商品 カ．買掛金 キ．売上 ク．仕入
　　　　　
11．1株当たり￥60,000で50株の株式を発行し、合計￥3,000,000の払込みを受けて株式会社を設立し
　た。払込金はすべて普通預金口座に預け入れられた。
 ア．現金 イ．普通預金 ウ．当座預金 エ．資本金 オ．利益準備金 カ．繰越利益剰余金 
[bookmark: _Hlk199626770]　　　
12．横浜商店に￥1,500,000 を貸し付け、同額の約束手形を受け取り、利息￥36,000 を差し引いた残額
　を当社の当座預金口座から横浜商店の普通預金口座に振り込んだ。
 ア．普通預金 イ．手形貸付金 ウ．受取手形 エ．当座預金 オ．受取利息 カ．支払利息 
　
13．電子記録債権￥1,020,000が決済され、同額が当座預金口座へ振り込まれた。
 ア．現金 イ．当座預金 ウ．受取手形 エ．売掛金 オ．電子記録債権 カ．電子記録債務
　
14．商品￥1,200,000を仕入れ、代金は掛けとした。なお、当社負担の引取運賃￥30,000を現金で支払
　った。
　 ア．買掛金 イ．仕入 ウ．当座預金 エ．売掛金 オ．現金 カ．売上 キ．普通預金 ク．発送費
15．従業員が出張から戻り、下記の報告書および領収書を提出したので、本日、全額を費用として処理
　した。旅費交通費等報告書記載の金額は、その全額を従業員が立て替えて支払っており、月末に従業
　員に支払うこととした。なお、電車運賃は領収書なしでも費用計上することにしている。
　　　　　領　収　書
　株式会社X　
　　森　様
金　9,800円
　　但し　宿泊代として
　　　　　マリモットホテル羽田
　　　　　　　　旅費交通費等報告書　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　森 佳樹　　　　
移動先
手段等
領収書
金　額　　　　　
　羽田物産
モノレール
無
￥850
マリモットホテル
宿泊
有
￥9,800
　帰　　社
JR
無
￥720

　　　合　　計
￥11,370



 






 
　ア．現金 イ．従業員立替金 ウ．未払金 エ．給料 オ．旅費交通費 カ．消耗品費


第5回　模範解答
	
	借  方
	金  額
	貸  方
	金  額

	１
	イ
	1,800,000
	ウ
	225,000

	
	
	
	エ
	75,000

	
	
	
	オ
	1,500,000

	２
	ア
	165,000
	ウ
	330,000

	
	カ
	165,000
	
	

	３
	オ
	12,000
	エ
	300,000

	
	ア
	288,000
	
	

	４
	キ
	1,080,000
	オ
	300,000

	
	
	
	ク
	780,000

	５
	ウ
	290,000
	イ
	600,000

	
	ア
	100,000
	
	

	
	カ
	210,000
	
	

	６
	ク
	450,000
	オ
	450,000

	7
	オ
	375,000
	エ
	1,125,000

	
	カ
	375,000
	
	

	
	ウ
	375,000
	
	

	８
	エ
	12,963,000
	ア
	12,963,000

	9
	カ
	30,000
	ア
	45,000

	
	エ
	15,000
	
	

	10
	キ
	120,000
	エ
	120,000

	11
	イ
	3,000,000
	エ
	3,000,000

	12
	イ
	1,500,000
	オ
	36,000

	
	
	
	エ
	1,464,000

	13
	イ
	1,020,000
	オ
	1,020,000

	14
	イ
	1,230,000
	ア
	1,200,000

	
	
	
	オ
	30,000

	15
	オ
	11,370
	ウ
	11,370




